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H i s t o r y  a n d  N o w
どのような機関なのでしょう ?

　本学は JR 新浦安を最寄駅とし，医療と芸術の融
合および自立・連帯・希望・友愛を理念として 2006

（平成 18）年に開学しました。開学時の理学療養学
科，整復医療・トレーナー学科に加え，2011（平
成 23）年に看護学科が設置され，3 学科からなる
医療系大学です。看護学科では，看護師の他，選択
により養護教諭 1 種と保健師を目指すことが可能で
す。 保 健 師 課 程 履 修 者 は 2 年 次 末 の 選 抜 試 験 に
よって選抜され（最大 40 名），3 年次から保健師
に特化した学習を深めていきます。例年履修者の 1
割程度が新卒で保健師就職しており，卒後数年して
から保健師として働く卒業生も増えてきています。

E d u c a t i o n
どのような教育をしていますか ?

　公衆衛生看護学領域の教育は，1 年次必修の「公
衆衛生看護学概論」，2 年次必修の「健康生活支援
論Ⅰ」が基盤です。まず，保健師の役割をイメージ
させ，看護学の 1 つとしての公衆衛生看護の魅力を
伝えています。3 年次には必修の「公衆衛生看護活
動論」でライフステージ別の活動を学ぶことに加
え，保健師必修の「健康生活支援論Ⅱ」も展開しま
す。ここで地域診断，訪問，健康教育等の演習を
行った上で，4 年次の「公衆衛生看護管理論」で実
習地の地域診断や健康危機管理に関する学習をし，
臨地実習へ進みます。実習は全員，行政・学校・産

了徳寺大学健康科学部看護学科
公衆衛生看護学

業保健の領域で行います。実習した市町村などに就
職を希望する学生も毎年おり，保健師の魅力を伝え
られる機会にもなっています。

R e s e a r c h
どのような研究をしていますか ?

　公衆衛生看護学領域の教員は，成人の生活習慣病
対策，国際保健，学校保健，産業保健と多様なバッ
クグラウンドを持っていることから，「気功を用い
た健康増進プログラム」「大洋州における学校保健
教育システム」「職場のメンタルヘルス対策」な
ど，専門性に基づいた研究を行っています。また，
公衆衛生看護学領域として，教育および実習の在り
方に関する評価にも取り組んでいます。

C o l l a b o r a t i o n
保健活動の現場とのつながりは ?

　大学と地域の自治体とが協定を結び，住民の健康
増進を目指す「あんしんマンションライフ事業」を
展開しています。公衆衛生看護学領域が窓口とな
り，看護学科各領域の専門性を活かした健康教室等
を，年 5 回行います。学年を問わず希望する学生
にも参加してもらい，各自が実際の体験から感じ
とったことを大切にしています。
　また，市町村での業務研究をサポートさせていた
だいています。現場の方々と一緒に研究活動を行う
ことで，現場の最新の状況・課題を知ることがで
き，研究をサポートする力の向上にもつながること
から，今後も継続的に取り組みたいと考えています。

　本学では，保健師として働く卒業生との交流会等も企画し，学生の保健師への関心を高めてきました。今後は
希望する学生が，市町村はもちろん保健所や産業保健等，より幅広い分野で活躍できるよう，一層取り組んでい
きたいと考えています。ご支援いただいている実習施設等の皆さまに感謝しながら，明るく積極的な学生を輩出
してまいります。� 一同

ひとこと

保健師ジャーナルでは，このページに登場してくださる研究室（保健師教育に関わる講座・分野・領域）を募集中です。研究室での
保健師教育の特色や，研究活動，現場とのつながりをご紹介ください。
応募方法●電話，FAX，E-mail のいずれかにて編集室までご連絡ください。掲載分には医学書院特製図書カードを進呈いたします。
連絡先●医学書院『保健師ジャーナル』編集室　☎ 03-3817-5774　 FAX  03-5804-0485　 メール  hokenshi@igaku-shoin.co.jp
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